
　　（3）さかいまち議会だより

Ａ
．平
成
17
年
の
国
勢
調
査
と
平
成
25
年

に
お
け
る
常
住
人
口
を
比
較
す
る
と
約

５
・
３
％
の
減
と
な
り
、
年
代
別
で
は
、

20
歳
代
が
24
・
３
％
、
30
歳
代
が
12
・

１
％
、
40
歳
代
が
１
・
７
％
、
50
歳
代
で

22
・
８
％
の
減
、
一
方
60
歳
代
で
34
・

９
％
、
70
歳
以
降
で
11
・
９
％
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
状
態
が
続
い
た

場
合
、
経
済
へ
の
悪
影
響
や
税
収
の
減
少

に
よ
る
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

や
社
会
保
障
の
分
野
に
お
け
る
現
役
世
代

へ
の
負
担
増
な
ど
多
く
の
問
題
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
取
得
奨
励
金
制
度
、

結
婚
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
、
医
療
費
助
成

事
業
、
出
産
奨
励
金
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
企
業
誘
致
を
推
進
し
雇
用
の
確
保
、

就
労
者
の
増
を
図
か
っ
て
い
き
た
い
。

（
秘
書
公
室
長
）

Ａ
．町
民
祭
、
だ
る
ま
市
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
啓
発
グ
ッ
ツ
の
配
布
を
行
い
住

民
へ
の
危
機
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

小
・
中
学
校
で
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
関
係
機
関
と
連
携
し
危
険
度
の
高

い
高
齢
者
及
び
若
年
層
を
中
心
に
研
修
会

を
開
催
し
て
い
き
た
い
。（

秘
書
公
室
長
）

Ａ
．今
年
度
か
ら
月
２
回
開
設
し
て
い
る

が
、
悪
質
業
者
か
ら
守
る
た
め
、
消
費
者

教
育
と
啓
発
を
引
き
続
き
行
い
、
セ
ン

タ
ー
の
設
置
や
近
隣
市
町
と
の
共
同
や
広

域
化
に
よ
る
専
門
相
談
員
の
配
置
等
を
検

討
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
対

処
し
て
い
き
た
い
。

 

（
秘
書
公
室
長
）

Ａ
．昨
年
度
ま
で
に
約
30
万
円
の
寄
附
金

を
い
た
だ
き
、
さ
し
ま
茶
を
記
念
品
に

送
っ
た
。
本
年
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

ホ
ォ
ン
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
で
簡
易
に
寄
附
が
出

来
る
よ
う
に
利
便
性
を
高
め
た
。
さ
ら
に
、

町
内
の
記
念
品
協
力
企
業
を
募
る
説
明
会

を
開
き
、
カ
タ
ロ
グ
等
で
町
の
魅
力
を
発

信
し
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

（
町
長
、
秘
書
公
室
長
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）

Ａ
．23
年
度
１
３
９
２
名
、
24
年
度
１
０

３
６
名
、
昨
年
９
７
５
名
と
若
干
減
少
傾

向
に
あ
る
。
ブ
ー
ス
内
を
明
る
く
工
夫
を

し
た
り
、
毎
年
、
収
蔵
さ
れ
た
資
料
を
基

に
企
画
展
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
常

設
展
の
ほ
か
他
の
資
料
館
に
働
き
か
け
て

特
別
展
や
企
画
展
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。

（
教
育
次
長
、
生
涯
学
習
課
長
）

Ａ
．小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
義
務

教
育
九
年
間
の
学
び
の
連
続
性
を
重
視
し
、

小
中
学
校
が
連
携
し
て
指
導
を
行
っ
て
い

る
他
の
地
域
を
参
考
に
し
て
研
究
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
。
さ
ら
に
高
等
学
校
と

も
連
携
を
図
っ
て
参
り
た
い
。
道
徳
教
育

に
つ
い
て
は
、
自
立
し
た
一
人
の
人
間
と

し
て
人
生
を
他
者
と
共
に
よ
り
よ
く
生
き

る
人
格
の
形
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
教

育
の
根
本
に
据
え
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
現
状
は
、
理
念
の
共
有

や
教
員
の
指
導
力
な
ど
多
く
の
面
で
課
題

Ａ
．町
と
し
て
、
独
自
の
対
応
は
不
可
能

で
す
が
、
国
が
本
年
度
実
施
予
定
を
し
て

い
る
、
農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
の

高
性
能
機
械
の
導
入
や
６
次
産
業
の
構
築

を
図
る
た
め
の
施
設
の
合
理
化
や
高
収
益

作
物
へ
の
転
換
な
ど
を
、
総
合
的
に
支
援

す
る
「
攻
め
の
農
業
実
践
緊
急
対
策
事

業
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
建
設
農
政
部
長
）

　

従
前
の
道
路
が
果
た
し
て
い
た
機
能
確

保
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
機

能
確
保
が
出
来
て
い
な
い
付
け
替
え
道
路

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
工
事

が
発
注
さ
れ
て
い
る
の
で
、
住
民
の
皆
様

に
不
便
を
き
た
す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す

が
、
一
日
も
早
い
供
用
開
始
の
た
め
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Ａ
．現
在
、
70
名
定
員
に
対
し
て
全
学
年

の
児
童
の
う
ち
94
名
の
希
望
が
あ
り
、
国

の
補
助
金
を
受
け
入
れ
た
境
小
学
校
構
内

へ
の
施
設
の
建
設
と
空
き
教
室
の
利
用
の

２
点
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

（
福
祉
部
長
、
子
ど
も
未
来
課
長
）

が
存
在
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
県
主

催
の
「
小
学
校
教
員
の
英
語
力
向
上
研

修
」
に
積
極
的
に
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

一

般

質

問

議
席
10
番　

田
山　

文
雄　

議
員

○
人
口
減
少
時
代
に
つ
い
て

Ｑ
．当
町
に
お
け
る
各
世
代
別
の
人
口
の

推
移
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
と
取
組
み

に
つ
い
て
。

○
消
費
者
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

Ｑ
．消
費
者
生
活
環
境
が
多
様
化
、
複
雑

化
し
て
い
る
な
か
で
、
消
費
者
教
育
を
充

実
さ
せ
る
事
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

○
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て
Ｑ
．住
民
か
ら
の
相
談
に
応
え
ら
れ
る
た

め
に
も
、
更
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
当
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

議
席
４
番　

櫻
井　

実　

議
員

○
境
町
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
．来
年
度
か
ら
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
本
制
度
が
拡
充
さ
れ
る
が
記
念
品
（
お

返
し
）
の
現
況
と
今
後
の
取
り
組
み
方
は
。

○
境
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

Ｑ
．入
館
者
の
現
況
及
び
魅
力
化
の
対
策

は
。

議
席
３
番　

青
木　

徹　

議
員

○
教
育
関
連
に
つ
い
て

Ｑ
．小
中
一
貫
教
育
、
道
徳
教
育
、
小
学

校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え

方
を
聞
い
た
。

○
建
設
関
連
に
つ
い
て

Ｑ
．圏
央
道
建
設
に
お
け
る
生
活
道
路
の

消
失
問
題
に
つ
い
て
。

る
が
、
当
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

○
農
業
関
連
に
つ
い
て

Ｑ
．米
価
下
落
に
対
す
る
町
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

Ｑ
．来
年
度
、
３
年
生
ま
で
か
ら
６
年
生

ま
で
へ
と
受
け
入
れ
が
拡
充
さ
れ
る
「
な

の
は
な
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
ニ
ー
ズ
調
査
結

果
と
そ
の
対
策
の
進
捗
状
況
は
。


